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 １　ビジョン編の策定趣旨（1/2）

第１回協機会資料　再掲

 １　ビジョン編の策定趣旨（2/2）
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　2050年頃に照準を合わせ、「将来、目指す姿」
を描き、その具体的イメージ及びゴールを掲げる。

ビジョン編 プラン編
・2050年頃を想定

・将来、目指す姿を描く

”ふじのくに”地域公共交通計画

・5年間の具体的計画

・実施すべき施策を掲げる



 ２　2050年頃の社会の展望（1/2）
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項　　目 想定される状況

超高齢化社会 2050年県高齢者人口111万人（県総合戦略）

交流人口の拡
大

2030年訪日外国人旅行者数6千万人（観光庁）
（参考：本県への訪問率4.8%※）

SDGｓ 2030ゴール達成

脱炭素社会 2050年カーボンニュートラル

地域公共交通
ネットワーク
の再構築

ICTを活用し、交通事業者と地域との官民共創等
による持続可能性と利便性の高い地域公共交通
ネットワークへの再構築（デジタル田園都市国家
構想基本方針）

※観光庁HP、令和元年10～12月期

 ２　2050年頃の社会の展望（2/2）
項　　目 想定される状況

コンパクト＋
ネットワーク

各地の”小さな拠点”に生活サービスが集約、複数
の地方都市からなる"高次地方都市連合"の構築
（国土のグランドデザイン2050）

移動の変化 自動運転モビリティ、次世代モビリティ等のシェ
アリングの普及（国土交通白書2022）

輸送の変化 ロボット配送による自動化（国土交通白書2022）

地域モビリ
ティの刷新

上下分離や交通税など費用負担の新たな考え方に
基づくコンパクトでしなやかな地域公共交通への
再構築（地域の将来と利用者の視点に立ったロー
カル鉄道の在り方に関する提言）
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 ３　将来、目指す姿とは（1/2）

”ふじのくに”
デジタル田園
都市の実現

本県の有する
「場の力」を
最大限に活用
し、デジタル
田園都市の実
現を目指すも
の 国資料から抜粋
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 ３　将来、目指す姿とは（2/2）
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国資料から抜粋

国が掲げる施策
・ＭａａＳの推進
・無人自動運転
サービスの社会実
装の推進
・ドローン・空飛
ぶクルマの社会実
装の推進



 ４　目指す姿の具体化イメージ（1/2）
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地域公共交通における目指す姿の具体化イメージ

”ふじのくに”デジタル田園都市の実現

持続可能な社会を支
える公共交通

誰もが移動に困らな
い質の高いサービス
の提供

 ４　目指す姿の具体化イメージ（2/2）
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 ５　目的地（ゴール）の設定（1/2）
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好きなとき、好きな場所に行ける
安全・安心・快適に移動できる
複数の中から、最適な移動手段を選べる
県内外から多くの人が訪れる
各地域の公共交通が、住む人の誇りとなる

これを本県の目的地（ゴール）に設定する

将来、目指す姿が実現したら、私たちの生活は
どう変わるのか？

 ５　目的地（ゴール）の設定（2/2）

１

安全
安心
快適

最適な
移動
手段

交流の
利便性
向上

好きな時
好きな
場所へ

２ ３ ４ ５

地域の
誇り
(ｼﾋﾞｯｸﾌﾟﾗｲﾄﾞ)
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 ６　ビジョン編（案）まとめ
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２ 2050年頃の社会経済の展望
超高齢化社会 
交流人口の拡大
SDGｓ　脱炭素社会
地域公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸの再構築

１　策定趣旨
2050年頃に照準を合わせ、
「将来、目指す姿」を描
き、その具体的イメージ
及びゴールを掲げる。

５　目的地（ゴール）の設定・・・目指す姿が実現したとき、私たちの生活はどう変わるのか

目的地１
好きな時
好きな場所へ

”ふじのくに”デジタル田園都市の実現

本県の有する「場の力」を最大限に活用し、
デジタル田園都市の実現を目指すもの

３　将来、目指す姿
持続可能な暮らしを支える公共交通

誰もが移動に困らない質の高いサー
ビスの提供

４　目指す姿の具体化イメージ

目的地２
安全・安心
・快適

目的地３
最適な
移動手段

目的地４
交流の
利便性向上

目的地５
地域の誇り
(ｼﾋﾞｯｸﾌﾟﾗｲﾄﾞ)

ｺﾝﾊﾟｸﾄ＋ﾈｯﾄﾜｰｸ
移動の変化
輸送の変化
地域モビリティの刷新


